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1　郡山宿と鳥取藩
　鳥取藩は、江戸時代を通して往復 183回の参勤交代
を行った。江戸から鳥取までの移動には、およそ 20
日間を要し、道中では 30ヵ所以上の宿場や茶屋に休
泊した。藩主は宿場の本陣に宿泊し、1,000人前後の
御供は、宿場内の旅籠などに分宿した 1）。
　御供の宿

やど

割
わり

は、宿場の役人と鳥取藩の宿割役人と
の協議により決定された。宿割に際しては、1807年
（文化 4）3月 5日に家中に対して出された鳥取藩の
道中法度に、御用人、御側役、御近

きん

習
じゅう

、御医師、御
表
おもてごしょう

小姓、御膳奉行、御徒
かちがしら

頭、御供目付、御押
おさえ

、御草履、
御手

てまわり

廻は、宿場内で火災が発生した際に、藩主と一緒
に避難すること、さらに御膳奉行以下の当番は、本陣
での泊まり番か、本陣が手狭な場合は、周辺に宿泊す
るようにと定められていた 2）。このことから、宿割は
無原則に行われていたのではなく、本陣を中心に、非
常事態を想定した配置が意識されていたことが確認で
きる。しかし、この道中法度がどの程度遵守されてい
たのか、また上記以外の御供が、どこに宿割されてい
たのかについては、実証的な研究がなく、十分には明
らかになっていない。本報告は、宿場の記録をもとに、
この点を明らかにしようとするものである。

2　郡山宿と宿割帳
　鳥取藩が頻繁に利用した宿場のひとつに、山

やま

崎
さき

道
みち

の
郡
こおりやま

山宿がある。山崎道は、西国街道とも呼ばれ、京
都伏見から分岐し、山崎宿（京都府大山崎町）、芥川
宿（大阪府高槻市）、郡山宿（同茨木市）、瀬川宿（同
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箕面市）、昆
こ

陽
や

宿（同伊丹市）の五宿を経て、山陽道
の西宮宿（兵庫県西宮市）を結ぶ脇街道である。西国
大名の交通が多く、鳥取藩の場合も、10代藩主池田慶

よし

行
ゆき

までは、ほぼ山崎道を通行し、なかでも休泊地とし
て郡山宿の利用度は高かった。
　郡山宿は、江戸時代初頭に宿場として成立したとみ
られ、行政区画としては摂津国嶋下郡道

さいのもと

祖本村に属し
た。1803年（享和 3）には、本陣 1軒、脇本陣 2軒、
寺 3ヶ所、旅

はた

籠
ご

26軒を数え、家数 100軒ほどの小規
模な宿場であった。本陣を代々勤めた梶善左衛門家は、
その敷地内に五色の美しい椿があったことから「椿の
本陣」と通称され、梶家が所蔵する古文書は、1594年
（文禄 3）年から 1872年（明治 5）までの 3,863点が、「椿
の本陣文書」として茨木市指定文化財に指定（平成 19
年 10月１日）されている。この文書群には鳥取藩に
よる本陣利用の実態がわかる史料も含まれている。そ
のひとつに、1810年（文化７）5月 12日に８代藩主
池田斉

なり

稷
とし

の一行が宿泊した際の宿割帳 3）がある。宿割
帳とは、藩士ごとに旅宿名と同宿した従者の人数を記
した帳簿である。この宿割帳から、約八百名の御供が、
寺を含む、63軒（うち 6軒は泊まり合わせ）に分宿し
たことがわかる。

3　1818 年（文政元）の屋敷割図との照合
　1810年の宿割帳によって、63軒の旅宿名は判明す
るが、それが郡山宿のどこに位置するのかは、地図と
の照合が必要である。一般に宿場では、屋敷割図（宿
割図）という、今でいう住宅地図のような宿場の略図
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図 1．文化 7年の宿割復元図

・数字は、人数もしくは疋数を示す。

・×印は、屋敷割図に住民の名前がある区画で、

宿割帳と一致しないもの。

・空欄は、屋敷割図（原史料）の表記のまま

・「郡山宿屋敷割図」・「松平因幡守様御宿割帳」

（「椿の本陣文書」）をもとに作成
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を作成し、宿泊者の名前を記した付箋を略図に貼りつ
けて、位置を確認しながら宿割を行った。したがって
1810年（文化 7）に鳥取藩の屋敷割図を郡山宿が作成
していれば、それと宿割帳とを照合することで、宿割
を知ることができるが、現在、「椿の本陣文書」にそ
れは残されていない。確認するためには、別の屋敷割
図を代用し、宿割帳と照合するほかない。
　「椿の本陣文書」のなかで代用に適しているのは、
文化 7年から 8年後の 1818年（文政元）に作成され
た屋敷割図 4）である。この図には本陣 1軒、寺 1カ所
のほか 103軒に屋敷所有者の記載がある。当然ながら、
鳥取藩の屋敷割図ではなく、8年の歳月が経過してい
るため、所有者の改名、変更などに伴う記載内容の不
一致がある。しかし、両史料を付き合わせてみると、
共通する名前も多く、宿割帳に記載のある 63軒のうち、
47軒の名前が、屋敷割図の所有者と一致する。したが
って、8年間に郡山宿内でそれほど大きな変化はなか
ったものと推測され、多少の誤差はあるにしても、両
史料を照合して得られる結果は、ある程度有用なもの
と考えられる。

4　考察
　図 1は、両史料を照合して、1810年（文化 7）の宿
割を復元したものある。一致しない宿泊先については
×印を付した。たとえば、藩主の護衛にあたる御八人
は、宿割帳では「卯兵衛」方に宿泊しているが、屋敷
割図には「卯兵衛」という屋敷地の所有者の名前がみ
えないため、復元図には記載していない。御八人のよ
うに復元図の記載できなかったのは、そのほか表 1に
ゴシック体で示した役職になり、旅宿先としては 10
軒になる。これらは、×印のどこかに該当するものと
思われる。
　この復元図から、まず宿割について、藩士の格式と
の関係に着目したい。
御用人、御勤

つとめやく

役、御奏
そう

者
じゃ

、御近習目付ら士分以上の藩
士は、1名～ 3名ごとに 1軒の宿を割り当てられてい
ることがわかる。ただし、例外もあり、裏判方の役人
は 7名がまとまって 1軒に宿泊している。また、2名
以上を 1軒に宿割する場合は、同じ役職ごとにグルー
プ分けがなされており、異なる役職者が同宿すること
はなかった。これらの点は郡山宿に限ったものではな
く、たとえば、因幡智頭宿（鳥取県智頭町）や美作小
原宿（岡山県美作市）の宿割帳からも、同様の例が確
認できる 5）。士分以上は、基本的に本陣周辺に宿割さ
れており、宿場での宿割には、その藩士の格と役職が
考慮されていたことがわかる。この点をふまえ、道中

法度との関係を確認してみたい。まず藩主が避難する
際に同行することが定められていた御用人は、本陣の
はす向かいにある脇本陣に止宿している。また藩主の
身の回りの世話する御近習、御側役、表小姓、さらに
は道中での健康管理を担う御医師は、本陣周辺に宿割
されている。ただし、藩主の侍医である御匕

さじ

は、2名
のうち 1名が本陣から少し離れた場所に宿泊している。
これは本人が非番であったか、8年の間に屋敷地に移
動があった可能性が考えられる。もう 1名の御匕につ
いては、場所を特定できなかった。
　つぎに士分以下についてみると、基本的には 4名以
上の複数名で 1軒の旅宿に宿割されている。例外的に
御手廻頭のみ、1名で 1軒に宿割されている。また空
間的な配置については、御持弓・御小草履・大道具・
小道具など、道具類を運搬する無苗は、宿場の西端（図
1では下）にまとめられる傾向にあるが、全体としては、
バラツキがみられる。
　道中法度との関係では、本陣での泊まり番、もしく
は周辺での宿泊を定められていた御供目付と御押は、
本陣の付近に宿割されていることがわかる。その一方
で、御膳奉行、御徒頭、御草履は、本陣から離れた場
所に宿割されている。また御手廻は、宿割帳では「御
小
こづかい

使」のことを指すと思われるが、やはり本陣の周辺
には宿割されていない。
　以上、整理すると、郡山宿に残された年次の異なる
宿割帳と屋敷割図をもとに、文化 7年段階での鳥取藩
における宿割を復元した結果、①士分以上は、格と役
職に応じて宿割されていたこと、②士分以下の空間的
な配置には明瞭な原則が見いだしにくく、バラツキが
あること、③道中法度の規定が、ある程度は遵守され
ていることが確認できた。　

格　　式 役　　職

士分以上

御用人　御勤役　御側役　御奏者
裏判方　御近習目付　御近習　表小姓
御匕　御医師　御書役　御膳奉行
御徒頭　中ノ間御中小姓　別当役 

士分
以下

御　　徒
御八人　御帳奉行　奥到来　御忍
御勤部屋書記　御式台到来　御供番
御供目付　御手廻頭　御長持上作廻

掃除坊主 御納戸　御数寄屋

無　　苗

御押一　御押二　御小使一　御小使二
御飛脚　御足軽　御才領　御大道具
御小道具　御大草履　御小草履
御駕籠一　御駕籠二　御挾箱一
御挾箱二　御挾箱三　御増駕籠
御持弓　御挑燈一　御挑燈二　御馬一
御馬二　御馬三

・役職は「鳥取藩政資料」をもとに作成
・太字のゴシック体は復元図に記載できなかった役職

表 1　郡山宿に宿泊した藩士の格式と役職
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1） 県史ブックレット 10「鳥取藩の参勤交代」来見田博基、
2012年

2） 「控帳（家老日記）」文化 4年（「鳥取藩政資料」）
3） 松平因幡守様御宿割帳（「椿の本陣文書」）梶洸氏所蔵、茨
木市指定文化財

4） 郡山宿屋敷割図（「椿の本陣文書」）梶洸氏所蔵、茨木市指
定文化財

5） 1）に同じ

　しかしながら、御用人の配下で、藩主の駕籠脇を固
める御手廻頭や、交代で本陣の泊まり番を勤める御徒
頭が、本陣から離れた場所に宿割されている点や、道
中法度の規定と一致しない宿割が士分以下の一部に見
られる点など、不明な部分も残った。これは復元図の
精度に多少の問題があることも予想される。今後、さ
らに精度の高い史料をもとにした事例研究を積み重ね
ていく必要がある。

［付記］本稿の執筆にあたっては、「椿の本陣」のご当
主梶洸さんや、茨木市総務部広報広聴課市史編さん室
の方々にご協力をいただき、貴重な史料を閲覧させて
いただきました。この場を借りてお礼を申し上げます。
［翻訳］村島奈月


